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社会福祉協議会とは？
　住民一人ひとりの「地域で安心していきいきと暮らしたい」という願いを実現するために、町内
会や福祉団体、ボランティアの協力をいただきながら、福祉のまちづくりに取り組んでいる団体です。

社
協
っ
て
何
を
や
っ
て
い
る
所
な
の
？



社協
って何？

社会福祉センターの１階にある事務局では様々な事業や福祉団体の事務局などをやっています。

●事務局でやっている事業
　
市
内
の
70
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
を
対
象
と
し
、
日

頃
外
出
の
機
会
が
少
な
い
参
加
者
同
士
や
地
域
の
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
を
す
る
こ
と
で
心
の
ふ
れ
あ
い
の
機
会
を
作
る
こ
と

や
、
か
た
よ
り
が
ち
な
食
生
活
を
補
完
し
て
健
康
な
生
活
を
後

押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
食
事
会
で
す
。
食
事
の
前
に
は

防
犯
や
病
気
予
防
な
ど
の
講
座
も
行
い
ま
す
。
今
年
度
は
１
０

２
名
の
方
が
登
録
し
て
お
り
、
年
間
8
回
の
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
6
月
は
八
幡

保
育
所
で
、
7
月
は
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

ま
し
た
。
八
幡
保
育
所

で
は
、
園
児
た
ち
に
合

唱
を
披
露
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
は
社
会
福
祉
協
議
会
が

何
を
し
て
い
る
所
か
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
？
社
会
福
祉
協
議
会
と

い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

人
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、「
何

を
し
て
い
る
所
な
の
？
」
と
聞
か

れ
る
と
、「
知
ら
な
い
。」
と
答
え

る
方
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま

す
。
あ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と

社
会
福
祉
協
議
会
が
ど
ん
な
こ
と

を
し
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
る
人

は
そ
の
地
域
の
約
３
割
し
か
い
な

い
そ
う
で
す
。

　
皆
さ
ん
に
多
賀
城
市
社
会
福
祉

協
議
会
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
、
私
た
ち
が
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
か
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
法
律
に
よ
り
全
国
の
各

市
町
村
に
必
ず
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会

福
祉
協
議
会
に
よ
っ
て
事
業
内
容
は
異
な
り
ま

す
が
、
住
民
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
に
携
わ
る
事
業
を
し
て
い
ま
す
。
多
賀

城
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
多
賀
城
市
役
所
の

敷
地
内
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
一
度
は
御
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
市
役
所
の
向
か
い
側
に
あ

る
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１
階
に
社
会
福
祉
協

議
会
の
事
務
局
と
多
賀
城
市
か
ら
の
委
託
事
業

で
あ
る
『
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』、

３
階
に
居
宅
介
護
事
業
と
訪
問
介
護
事
業
を
し

て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
の
介
護
福
祉
課
が
あ

り
ま
す
。

　
他
に
新
田
地
区
に
障
害
者
の
就
労
を
支
援
す

る
『
福
祉
工
房
の
ぞ
み
園
』、
桜
木
地
区
に
障

害
者
の
方
が
共
同
で
生
活
す
る『
ホ
ー
ム
桜
木
』

も
多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い

ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
給
食
サ
ー
ビ
ス
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市
民
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し

や
地
域
で
の
住
民
交
流
を
後
押

し
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
頂
い
た
社
協
会
費
や
赤
い

羽
根
共
同
募
金
を
財
源
に
し
た

補
助
金
を
市
内
の
町
内
会
や
住

民
団
体
に
助
成
し
て
い
ま
す
。

町
内
会
や
こ
ど
も
食
堂
、
健
康

教
室
、
カ
フ
ェ
な
ど
の
サ
ロ
ン

活
動
を
対
象
に
平
成
29
年
度
は

15
団
体
、
今
年
度
は
34
団
体
に

助
成
を
し
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い

ま
ち
づ
く
り
事
業

①
生
活
福
祉
資
金

　

低
所
得
世
帯
な
ど
に
対
し

て
、
資
金
の
貸
付
と
必
要
な
援

助
・
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
生

活
の
安
定
と
経
済
的
自
立
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度

で
、
多
賀
城
市
に
お
け
る
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

(

実
施
主
体
は
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会)

②
生
活
安
定
資
金

　
低
所
得
世
帯
が
抱
え
る
一
時

的
な
経
済
的
困
窮
に
対
し
、
資

金
の
貸
付
と
必
要
な
援
助
を
行

う
こ
と
で
、
自
立
更
生
を
促
す

目
的
の
制
度
で
す
。（
多
賀
城
市

社
協
が
実
施
主
体
）

※�
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
要
件
や
審
査

の
結
果
、
申
請
ま
た
は
貸
付
に

至
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
資
金
貸
付
事
業

　
白
杖
や
車
椅
子
を
歩
行
困
難

な
方
や
体
験
学
習
等
で
利
用
さ

れ
る
方
に
最
長
１
ヶ
月
ま
で
無

料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

福
祉
機
器
貸
出
事
業

　
認
知
症
や
知
的
・
精
神
障
害

な
ど
を
抱
え
、
ご
本
人
の
判
断

の
み
で
は
、
必
要
な
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
日
常
的
な
金
銭
の
管
理

や
支
払
い
に
支
障
を
き
た
す
方

に
対
し
、
地
域
で
の
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う
生
活

支
援
員
が
支
援
し
ま
す
。（
有
料

の
サ
ー
ビ
ス
で
す
）

ま
も
り
ー
ぶ

①
心
配
ご
と
相
談

　
生
活
問
題
で
お
困
り
の
方
へ

の
相
談
窓
口
を
毎
週
月
曜
日
の

10
時
か
ら
14
時
に
開
設
し
て
い

ま
す
。

②
人
権
相
談

　
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
へ

の
相
談
窓
口
を
毎
月
第
二
月
曜

日
、
特
設
相
談
を
年
間
２
日
開

設
し
て
い
ま
す
。

相
談
事
業

　

多
賀
城
市
か
ら
委
託
さ
れ
、

在
宅
で
歩
行
困
難
な
方（
利
用

登
録
者
）を
対
象
に
、
居
宅
か

ら
目
的
地（
病
院
等
）ま
で
安
全

か
つ
快
適
な
移
動
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

移
送
サ
ー
ビ
ス

事
業

　

多
賀
城
市
か
ら
委
託
さ
れ
、

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
登
録
者
を
対

象
と
す
る
講
習
会
の
開
催
と
、

活
動
ポ
イ
ン
ト
の
管
理
・
転
換

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
ポ
イ

ン
ト
事
業

　
赤
い
羽
根
で
お
な
じ
み
の
共

同
募
金
事
業
は
、
10
月
か
ら
始

ま
る
赤
い
羽
根
募
金
と
12
月
の

歳
末
助
け
あ
い
募
金
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

　
集
ま
っ
た
募
金
を
市
民
の
た

め
の
色
々
な
事
業
や
保
育
施
設

へ
の
助
成
、
町
内
会
で
使
用
す

る
テ
ン
ト
や
発
電
機
な
ど
、
皆

さ
ん
の
周
り
の
様
々
な
こ
と
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
共
同
募
金
で
集
ま
っ
た
お
金

は
、
そ
の
90
％
以
上
が
集
ま
っ

た
地
域
に
還
元
さ
れ
て
い
ま

す
。 共

同
募
金
事
業
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住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い

よ
う
に
配
慮
し
、
人
々
の
間
に

正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
、

自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め

る
こ
と
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

多
賀
城
市
人
権
擁
護
委
員
で
は
、

月
１
回
の
定
例
人
権
相
談
及
び

年
二
回
の
特
設
相
談
の
開
催
、

小
・
中
学
校
で
の
人
権
教
室
、

市
内
で
の
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
物

品
を
配
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
が
こ
れ

は
、
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
と
感
じ
た
り
、
困
り
ご
と

や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

多
賀
城
市
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ
連
合
会

　
多
賀
城
市
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連

合
会(

多
賀
城
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会)

は
、
市
内

の
60
歳
以

上
の
方
な

ら
ど
な
た

で
も
参
加

で
き
ま
す
。

市
内
の
各

地
区
に
22

の
ク
ラ
ブ

が
あ
り
、

社
会
奉
仕

多
賀
城
市
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
会

　
多
賀
城
市
内
の
障
害
者
施
設

の
清
掃
や
行
事
、
児
童
館
の
お

祭
り
の
お
手
伝
い
な
ど
の
活
動

を
月
数
回
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
5
グ
ル
ー
プ
39
名
で
活
動
し

て
い
ま
す
。

●
会
員
募
集

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し
た
い

け
ど
何
を
し
た
ら
…
、
1
人
で

は
不
安
で
…
と
い
う
方
是
非
一

緒
に
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

（
連
絡
先
）多
賀
城
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
０
２
２

－

３
６
８

－

６
３
０
０　

ｆ
ａ
ｘ
０
２
２

－

３
６
８

－

７
３
０
０

多
賀
城
市
身
体
障

害
者
福
祉
協
会

　

現
在
82
名
の
会
員
が
お
り
、

市
内
の
障
害
を
持
つ
方
々
が
自

立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
事
を
目

的
と
し
た
団
体
で
す
。
関
係
障

害
者
団
体
と
の
協
力
に
よ
り
、

社
会
参
加
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
。

●
会
員
募
集

　
当
協
会
は
障
害
者
手
帳
が
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
お
花
見
、
施
設
見
学
、

一
泊
の
移
動
研
修
な
ど
た
く
さ

ん
の
事
業
が
あ
り
、
会
員
の
交

流
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
同

じ
障
害
を
も
つ
仲
間
と
楽
し
く

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

（
連
絡
先
）多
賀
城
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
０
２
２

－

３
６
８

－

６
３
０
０　

ｆ
ａ
ｘ
０
２
２

－

３
６
８

－

７
３
０
０

多
賀
城
市
遺
族
会

　
多
賀
城
市
遺
族
会
は
、
国
の

礎
と
な
ら
れ
た
英
霊
顕
彰
を
は

じ
め
、
戦
没
者
の
遺
族
の
福
祉

の
増
進
な
ど
、
世
界
の
恒
久
平

和
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
日
本
遺
族
会
の
多

賀
城
市
に
お
け
る
団
体
で
す
。

戦
没
者
の
家
族
の
方
た
ち
で
交

流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

活
動
・
世
代
間
交
流・
教
養
講

座・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
幅
広
く
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
４
日（
木
）に
は
文
化
セ

ン
タ
ー
で
シ
ニ
ア
演
芸
祭
り
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆

様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。多

賀
城
市

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

　
知
的
な
障
が
い
の
あ
る
人
と

そ
の
家
族
の
会
で
す
。
同
じ
障

が
い
を
持
つ
仲
間
と
交
流
を
も

つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
の
方
の
日
々

の
生
活
や
進
路
の
悩
み
な
ど
も

相
談
で
き
る
会
で
す
。

多
賀
城
市

母
子
福
祉
連
合
会

　
多
賀
城
市
母
子
福
祉
連
合
会

は
、
市
内
の
同
じ
境
遇
の
方
々

が
協
力
し
合
っ
て
共
に
前
に
進

も
う
と
す
る
こ
と
を
目
的
に
設

立
し
た
団
体
で
す
。

　
母
子
家
庭
・
寡
婦
な
ど
の
皆

様
か
ら
の
様
々
な
相
談
や
就
業

の
た
め
の
資
格
取
得
研
修
等
の

支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
遠

慮
な
く
、
ご
相
談
、
ご
来
所
く

だ
さ
い
。

多
賀
城
市
民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
あ

な
た
の
一
番
身
近
な
相
談
員
で

す
。
暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
、

困
っ
た
こ
と
、
悩
み
ご
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！

　
皆
さ
ん
と
同
じ
住
民
の
一
人

で
あ
り
、
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
私
た
ち
の
地
域
を
暮

ら
し
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め

に
、
様
々
な
活
動
を
行
い
、
暮

ら
し
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。多

賀
城
市

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の

中
で
人
権
尊
重
思
想
を
広
め
、

多賀城市社会福祉協議会には８つの福祉団体の事務局があります。
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社会福祉センターの３階にある介護福祉課では居宅介護と訪問介護のサービスをしています。

●介護福祉課の事業
　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護

を
希
望
さ
れ
る
方
や
介
護
が

必
要
と
認
定
さ
れ
た
本
人
や

家
族
の
希
望
を
聞
き
、
心
身

の
状
況
に
あ
っ
た
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
行
政
機
関
や
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
施
設
等
と
の
連

絡
調
整
を
行
い
介
護
に
つ
い

て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
が
利
用

者
の
自
宅
を
訪
問
し
、
で
き

な
い
部
分
を
補
い
な
が
ら
自

立
支
援
を
目
的
と
し
て
「
入

浴
、
排
泄
、
食
事
、
外
出
」

な
ど
の
身
体
介
護
サ
ー
ビ

ス
、「
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
、

買
い
物
代
行
」
な
ど
の
生
活

援
助
サ
ー
ビ
ス
、「
排
泄
介

助
」
の
み

の
巡
回
型

サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
て

い
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援

事
業

訪
問
介
護
事
業

　

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
１

階
、
社
協
事
務
局
の
隣
に
あ

る
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
多
賀
城
市
か
ら
業
務

委
託
を
受
け
、
市
内
の
中
央

部
の
17
の
行
政
区
に
お
住
い

の
市
民
の
方
を
対
象
に
、
介

護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援

者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
に

対
し
て
要
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
よ
う
介
護
予
防
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
行
っ
た
り
、
介
護

保
険
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

高
齢
者
や
ご
家
族
へ
の
総
合

的
な
相
談
・
支
援
を
行
い
、

ま
た
高
齢
者
虐
待
な
ど
の
権

利
擁
護
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

へ
の
支
援
な
ど
を
行
う
、
地

域
住
民
や
介
護
事
業
者
の
相

談
受
付
窓
口
で
す
。

　

ま
た
、
中
央
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
個
別
の

相
談
受
付
の
ほ
か
、
要
請
が

あ
り
ま
し
た
ら
地
域
の
皆
様

の
会
合
の
場
で
、〝
認
知
症
〟

〝
介
護
方
法
〟〝
福
祉
制
度
〟〝
成

年
後
見
人
制
度
〟
な
ど
の
テ
ー

マ
で
お
話
し
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
講
師
派

遣
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●�中央地域包括支援センター相談員
（保健師・看護師）を募集します。

●�要介護認定訪問調査員(非常勤職員)
を募集します。

勤 務 先　�多賀城市中央地域包括支援センター
（多賀城市中央2丁目１－１　社会福祉セ
ンター １階）

業務内容　�高齢者に関する総合相談支援業務、介護
予防ケアマネジメント業務

募集人員　1名（正職員）
資　　格　保健師・正看護師

普通自動車運転免許（AT限定可）
※�看護師の場合：地域ケア・地域保険等に関する
経験を有する方

給 与 等　�月給制（通勤手当・資格手当・社会保険
あり）

勤 務 先　�多賀城市社会福祉協議会（居宅介護支援
事業所）
（多賀城市中央2丁目１－１  社会福祉セ
ンター３階）

業務内容　�要介護認定及び要支援認定を行なうため
に必要な訪問調査業務
・訪問面接調査、介護認定に必要な調査
票の作成、調査票の提出

� ※研修あり（未経験の方でも可）
必要な資格　�介護支援専門員・普通自動車運転免許

（AT限定可）
� ※介護認定調査員新規研修修了者
給 与 等　�勤務した月の出来高に応じ、翌月21日に

支給
訪問調査業務 １件あたり 3,600円（労災
保険加入）

勤　　務　�月曜日から金曜日 概ね週４日程度
・�調査場所は利用者の自宅や入所施設・
病院 等

■応募方法　�履歴書（写真貼付）、職務経歴書、資格書
（写）を下記までご郵送ください

� 　※後日、面接日をご連絡いたします。
　〒985-0873　
　多賀城市中央2丁目１－１
　多賀城市社会福祉協議会　事務局 総務課 あて
　☎022-368-6300

中央地域包括支援センター

職員募集

平成30年10月1日（5）



　「多賀城市福祉工房のぞみ園」では、新聞、雑誌、段
ボール並びにジュースやビールの空き缶などの資源物
を回収しています。これらの資源物を提供していただ
ける方は下記までご連絡をお願いいたします。
（連絡先）　多賀城市福祉工房のぞみ園
　　　　　〒985-0854
　　　　　多賀城市新田字南安楽寺87番地　　　　　　　　
　　　　　TEL.022-309-2133　　　　　　　
　　　　　FAX.022-309-2143

　

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型

事
業
所
「
多
賀
城
市
福

祉
工
房
の
ぞ
み
園
」
は
、

障
害
の
あ
る
方
の
自
立

を
支
援
す
る
た
め
、
就

労
に
必
要
な
知
識
と
能

力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
し
た
施
設
で

す
。
作
業
の
工
賃
や
回

収
し
た
資
源
物
の
販
売

収
益
を
利
用
者
に
分
配

し
、
金
銭
的
な
面
も
含

め
て
地
域
の
中
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

福祉工房のぞみ園お願い

　
「
復
興
支
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

は
、
多
賀
城
市
か
ら
業
務
委
託
を

受
け
、
市
営
鶴
ケ
谷
住
宅
・
桜

木
住
宅
の
高
齢
者
生
活
相
談
所

内
に
拠
点
を
置
き
、
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々

が
安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災
害
公
営
住
宅
に
お
住
い
の
ひ

と
り
暮
ら
し
世
帯
を
中
心
に
見

守
り
訪
問
活
動
、
公
営
住
宅
入
居

者
や
地
域
被
災
者
の
生
活
相
談
、

住
宅
内
や
地
域
の
集
会
所
で
サ

ロ
ン
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

多
賀
城
市
か
ら
指
定
管
理
者
の
指
定
を
受
け
管
理
・
運

営
を
し
て
い
る
「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
」
は
、
高
齢

者
の
た
め
の 

健
康
・
教
養
・
福
祉
の
た
め
の
施
設
で
す
。

個
人
で
も
団
体
で
も
利
用
で
き
、
カ
ラ
オ
ケ
や
入
浴
施
設

な
ど
が
あ
り
ま
す
。　

　

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ

ラ
ザ
で
は
、
各
種
事
業

を
開
催
し
て
お
り
ま
す

が
、
高
齢
者
生
活
事
故

防
止
に
関
す
る
事
業
の

一
貫
と
し
て
、
利
用
者

の
交
通
安
全
の
意
識
向

上
を
目
的
に
「
交
通
安

全
教
室
」
を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。
今
回
は
、

多
賀
城
市
交
通
安
全
指

導
隊
教
育
班
の
皆
さ
ん

に
寸
劇
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
ホ
ー
ム
桜
木
」

は
、
障
害
の
あ
る
方
が

地
域
に
お
い
て
共
同
し

て
自
立
し
た
日
常
生
活

又
は
、
社
会
生
活
を
営

む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
共
同
生
活
住
居
に

お
い
て
利
用
者
の
身
体

及
び
精
神
並
び
に
置
か

れ
て
い
る
環
境
に
応
じ

て
、
入
浴
・
排
泄
及
び

食
事
等
の
介
護
、
相
談

そ
の
他
の
日
常
生
活
上

の
支
援
を
行
う
施
設
で

す
。

ホーム桜木復興支えあいセンター

シルバーヘルスプラザ

社会福祉センター以外の施設

平成30年10月1日 （6）



平成29年度決算

会 費 御 礼
　平成29年度の社協会費は多賀城市47行政区の市民の皆さまから7,610,700円を頂きました。
また、特別賛助会員様から2,220,000円の会費を頂き、合計　9,830,700円の会費を頂きました。
皆さまのご協力に心より感謝を申し上げます。頂きました会費は、多賀城市の皆さまの生活や
福祉のために利用させて頂きます。
　今後とも多賀城市社会福祉協議会へのご協力をよろしくお願い申し上げます。
� 多賀城市社会福祉協議会　会長　松田　孝昭　

※�社会福祉センターには、法人運営・心配ごと・共同募金・生活安定資金貸付・まもりーぶ・移送サービス・居宅介護・
訪問介護・障害介護の事業が含まれます。
※貸借対照表については多賀城市社会福祉協議会のホームページでご覧ください。

■平成29年度　支出項目　� （単位：円）
項　　　目 金　額

①社会福祉センター 174,753,356
②福祉工房のぞみ園・ホーム桜木 100,129,441
③シルバーヘルスプラザ 23,176,288
④中央地域包括支援センター 25,214,306
⑤復興支えあいセンター 44,020,686

合　　計 367,294,077

■平成29年度　収入項目　� （単位：円）
項　　　目 金　額

①社会福祉センター 167,840,347
②福祉工房のぞみ園・ホーム桜木 99,721,741
③シルバーヘルスプラザ 23,335,428
④中央地域包括支援センター 29,377,160
⑤復興支えあいセンター 48,489,836

合　　計 368,764,512

支出収入
①社会福祉センター

45.5％

①社会福祉センター
47.6％

③シルバーヘルスプラザ
6.4％

③シルバーヘルスプラザ
6.3％

④中央地域包括支援
　センター

8.0％

④中央地域包括支援
　センター

6.8％

⑤復興支えあい
　センター
13.1％

⑤復興支えあい
　センター
12.0％

②福祉工房のぞみ園・
　ホーム桜木

27.0％

②福祉工房のぞみ園・
　ホーム桜木

27.3％

�
（
平
成
30
年
３
月
１
日
〜
平
成
30
年
８
月
末
現
在
）

★
石
橋　
孝
二
様

★
多
賀
城
西
部
地
区
婦
人
会
様

★
匿
名
様

★
匿
名
様

★
く
ま
が
い
や
様

★
千
葉　
壽
様

★
㈱
エ
ヌ
・
エ
ス
・
デ
ィ
ー
か
つ
庄
様

★
高
崎
自
治
会
文
化
部 

高
崎
裁
縫
教
室
様

　

�

合
計　
１
２
４
、３
６
７
円

物
品
寄
付

★
石
橋　
孝
二
様　

�

車
椅
子
１
台

★�

ジ
ャ
パ
ン
ゴ
ル
フ
ツ
ア
ー
選
手
会
様

ス
ズ
キ　
ア
ル
ト　
１
台

★
森
本　
敬
子
様　

�

杖　
１
本

シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ
へ

★
島
田　
博
様　

�

麻
雀
卓
５
、
麻
雀
牌
５

★
多
賀
城
健
康
麻
雀
ク
ラ
ブ
様

麻
雀
卓
１
、
麻
雀
牌
１

の
ぞ
み
園
へ

★（
福
）宮
城
県
共
同
募
金
会
様

楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
観
戦
招
待

　ジャパンゴルフツアー選手
会様から復興車両の寄贈を頂
きました。寄贈式では石川遼
選手会長からスズキの軽自動
車アルトを贈呈されました。

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

平成30年10月1日（7）



詳しい内容・申込、
お問い合わせ 多賀城市社会福祉協議会（社会福祉センター内）

http://tagajo-shakyo.jp/ 本広報紙は宮城県共同募金会からの配分金で作成しております。

環境に配慮し再生紙を
使用しています

T E L  368 ー 6300まで
FAX  368 ー 7300まで

の
ぞ
み
園
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

の
ぞ
み
園
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

　

多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
７
月
の

西
日
本
豪
雨

災
害
で
甚
大

な
被
害
を
受

け
た
東
広
島

市
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
へ
職

員
一
名
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　
今
年
も
10
月
１
日
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
昨
年
ご
協
力
い
た

だ
い
た
募
金
か
ら
町
内
会
を
始
め
、
市
内

の
様
々
な
施
設
や
団
体
に
配
分
が
あ
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

赤
い
羽
根

共
同
募
金

　
夏
祭
り
や
防

災
訓
練
で
大

活
躍
の
赤
い
羽

根
の
マ
ー
ク
が

入
っ
た
テ
ン
ト

が
今
年
は
９
つ

の
町
内
会
に
届

き
ま
し
た
。

　
桜
木
の
い
ち
ご
保
育
園
に
新
し
い
冷
蔵
庫

が
届
き
ま
し
た
。
大
き
く
て
氷
も
い
っ
ぱ
い

作
れ
る
冷
蔵
庫
の
お
か
げ
で
暑
い
夏
も
乗
り

切
れ
ま
し
た
。

　
宮
城
県
共
同
募
金
会
の
地
域
福
祉
振
興
事

業
で
今
年
は
町
内
会
な
ど
５
つ
の
団
体
に
カ

フ
ェ
や
住
民
交
流
活
動
な
ど
を
後
押
し
す
る

助
成
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

７
月
10
日
に
岡
山
県
高
梁
市

社
協
・
総
社
市
社
協
に
支
援
物

資
を
、
７
月
20
日
に
岡
山
県
社

会
福
祉
協
議
会
に
飲
料
水
を
お

送
り
し
ま
し
た
。

高
梁
市
社
協
・
総
社
市
社
協
へ

・
角
ス
コ
ッ
プ　

�

各
５
本

・
剣
ス
コ
ッ
プ　

�

各
５
本

・
デ
ッ
キ
ブ
ラ
シ　

�

各
５
本

・
土
嚢
袋　

�

各
１
０
０
０
枚

岡
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
へ

・
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク　

�

１
２
０
０
本

支援物資 東広島市へ職員を派遣しました。 平
成
30
年
７
月

�

西
日
本
豪
雨
災
害

の
ぞ
み
園
バ
ザ
ー
の
開
催

　
恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
ぞ
み
園
バ
ザ
ー
を
開
催
し
ま

す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
当
日
は
公
共
交
通
機
関
又
は
当
園
の
無
料
送
迎
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
日
時　
平
成
30
年
10
月
20
日（
土
）　
11
時
か
ら
13
時
ま
で

・
場
所　

�

多
賀
城
市
福
祉
工
房
の
ぞ
み
園

（
多
賀
城
市
新
田
字
安
楽
寺
87
番
地
）

・
主
な
販
売
品
等　

�

バ
ザ
ー
品
、食
品（
焼
き
そ
ば
、焼
き
鳥
、

揚
げ
た
こ
焼
き
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
ジ

ュ
ー
ス
等
）、
ゲ
ー
ム
な
ど

・
無
料
送
迎
バ
ス
発
着
時
間

　
多
賀
城
市
役
所
前
発　
①
10
時
30
分　
②
12
時
00
分

　
の
ぞ
み
園
発　
　
　
　
①
11
時
45
分　
②
13
時
00
分

・
バ
ザ
ー
品
の
提
供
の
お
願
い

　
バ
ザ
ー
品
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
に
眠

っ
て
い
る
品
物
で
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
結
構
で
す
。（
新
品

で
な
い
ぬ
い
ぐ
る
み
や
景
品
類
、
結

婚
等
の
記
念
品
及
び
古
着
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。）ご
提
供
い
た
だ
け
る
品
物

は
、
平
成
30
年
10
月
10
日（
水
）ま
で

に
多
賀
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
又
は
当
園
に
持
参
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

ま
た
、
持
参
い
た
だ
け
な
い
場

合
は
、
の
ぞ
み
園（
☎
３
０
９

−

２
１
３
３
）ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

町
内
会
テ
ン
ト

保
育
施
設

住
民
力
・
地
域
力
・
福
祉
力
を

高
め
る
支
援
事
業

平成30年10月1日 （8）


